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次
の
工
安
石
の
詩
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（送
り
仮
名
を
省
い
た
部
分
が
あ
る
。）
（相
模
女
子
大
・
学
士じ解
答

・
解
説
↓
別
冊
１８６
ぺ
‐
ジ

＊
杭

州

望

湖

楼

回
、
馬

上

作り

呈
ス
孔

玉

汝

・
楽

道
・

０
伸
レ
唖
　
的
一
繭
二
申
　
中
フ
邦
　
　
　
。
夢
ノ
落
　
中
ェ日　
約
一

中や
一
嘩
　
妙
↓
卵
　
　
　
　
　
＊
輸
訓
卿
細
齢
聯
≡
拗
，こ風
瑚
期
翻
”
麹
ぱ
。
玉
汝
・
楽
道
＝
韓
玉

問

一　

こ
の
詩
の
形
式
を
何
と
い
う
か
。
次
の
中
か
ら
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
七
言
絶
句
　
　
　
口
　
七
言
律
詩
　
　
　
ハ
　
五
言
絶
句
　
　
　
↓一　
五
言
律
詩

問
工
　
こ
の
詩
は
脚
韻
を
踏
ん
で
い
る
が
、
次
の
中
か
ら
最
も
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ

浮

・
夢

　

　

　

回

留

・
遊

　

　

ハ

浮

・
留

・
遊

二

浮

・
夢

・
遊

　

ホ

留

・
夢

・
遊

間
三
　
こ
の
詩
は
、　
一
日
の
中
の
ど
の
時
点
で
の
気
分
を
よ
ん
で
い
る
か
。
次
の
中
か
ら
適
当
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
未
明
　
　
　
　
　
日
　
夜
明
け
　
　
　
ハ
　
真
昼

ニ
　
タ
方
　
　
　
　
　
ホ
　
管
　
　
　
　
　
へ
　
夜
半

問
四
　
０
を
口
語
訳
せ
よ

問
五
　
０
を
書
き
下
し
文
に
直
せ
。
（例
、
読
レ書
＝
書
を
読
む
）
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次
の
文
章
と
詩
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（法
政
大
。
経
営
）

こ
の
詩
は
「月

夜

憶
丞
Ｈ
弟
こ
と
題
し
、
西
暦
七
五
九
年
、
作
者
四
十
八
歳
の
と
き
の
作
で
あ
る
。
こ
の
年
の
暮
、

渓
の
ほ
と
り
に
草
堂
を
結
び
、
し
ば
ら
く
安
定
の
時
期
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

①

＊
威

鼓

断
二
人

③

＊
露

徒
二
今

夜
↓

⑤

有
名

弟

皆

分

②

寄
レ

書

長

不
レ

問

一　
①
の

「断
人
行
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
兵
士
の
隊
列
を
分
裂
さ
せ
た
。

日
　
人
通
り
を
と
だ
え
さ
せ
た
。

問
二
　
②
の

「雁
」
が
象
徴
す
る
も
の
を
含
む
詩
句
の
番
号
を
、
③
～
①
の
中
か
ら

一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
よ
。

間
三
　
②
の
空
欄
に
は
季
節
の
名
が
入
る
が
、
ど
れ
で
あ
ろ
う
か
。　
一
つ
を
選
ん
で
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
碁
　
　
　
　
回
　
夏
　
　
　
　
ハ
　
秋
　
　
　
　
一一　
冬

問
四
　
③
と
④
、
⑤
と
⑥
の
修
辞
上
の
関
係
を
何
と
い
う
か
。
漢
年
二
年
で
記
せ
。

問
五
　
②
の

「書
」
は
何
を
指
す
か
。
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
答
え
よ
。

イ
　
書
物
　
　
　
回
　
手
紙

間
六
　
③
の
大
意
は

「ま
し
て
や
今
な
お
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
」
と
な
る
が
。
そ
の
読
み
下
し
文
は
ど
う
な
る
か
。
＜ａ＞

・
ω

。
＜ｃ＞
の
各
部
文

の
空
欄
に
カ
タ
カ
ナ

一
宇
ず
つ
を
入
れ
よ
。
な
お
、
現
代
仮
名
遣
い
で
よ
い
。

ω
□
団
田
田
ス
ナ
ハ
チ
０
□
曰
同
マ
イ
ヲ
ヤ
メ
ザ
ル
＜ｃ＞
国
田

問
七
　
こ
の
詩
の
形
式
は
漢
字
四
字
で
表
さ
れ
る
。
そ
れ
を

「Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
当
た
る
漢
字
を
選
ん
で
記
号
で
答
え
よ
。

達セ散シ白ク行
一　
　
　
②

＊
邊
　
□
　
一　

雁
　
警

ハ
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ゴ
ト
ク
　
ラ
カ
ナ
リ

④

月

是

散

郷

明

⑥

笠
ゴ

家

問
・発

生
・

③

況

乃

未

休

兵

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１８７
べ
‐
ジ

作
者
は
成
都
に
至
り
、
流
花

＊
成
鼓
Ｈ
警
戒
部
隊
の
合
図
の
大
鼓
。
　

邊
＝
辺
境
の
。
　

露
…
白
＝
白
露
節

に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
。
　

弟
川
作
者
に
は
四
人
の
弟
が
あ
っ
た
。

○
断
―
断
　
邊
―
辺
　
撃
―
声
　
徒
―
従
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問
イ 八 イ

書Ｈ　
　
　
口
　
十新
　
　
　
ハ

こ
の
詩
の
作
者
は
誰
か
。

李
白
　
　
　
　
回
　
杜
甫
五
　
　
〓一　
古
　
　
ホ
　
絶

次
か
ら
選
ん
で
記
号
で
答
え
よ
。

ハ
　
王
維

へ
　

律

卜
　
句

チ
　
詩
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次
の
詩
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
設
間
の
都
合
に
よ
り

一
部
返
り
点
や
送
り
仮
名
を
省
い
て
あ
る
。
（東
北
学
院
大
。
経
済
）

解
答

・
解
説
∪
別
冊
１８８
ぺ
‐
ジ

在
レ
獄

詠
レ
蝉

　

　

酷

賓

王

西
　
陸
　
蝉
　
啓
　
唱
　
　
　
＊
南
　
冠
＊
客
　
思
　
□

ゾ
　
　
た

ヘ
ン
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
リ
テ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
〕一　
　
　
ズ
ル
ニ

那

堪

玄

髪

影

　

　

末

封
二
白

頭
一
吟

露

重

飛

難
レ
進

　

　

風

多

響

易
レ
沈

無
二
人
　
信
三
高
　
潔
一　
　
　
　
誰
　
鳥
　
表
■
予
　
心
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
南
冠
＝
と
ら
わ
れ
び
と
。
　
客
＝
異
郷
に
あ
る
も
の
。
　
予
＝
わ
た
し
。

問

一　
首
聯
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
漢
字
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
憂
　
　
　
口
　
悲
　
　
　
ハ
　
暗
　
　
　
一一　
乱
　
　
　
ホ
　
侵

間
二
　
領
聯
の

「玄
髪
」
「白
頭
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
す
か
。
次
の
中
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

イ
　
黒
髪
の
青
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
　
黒
褐
色
の
蝉
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
若
い
頃
の
作
者

一一　
露
に
濡
れ
て
い
る
濃
緑
色
の
葉
　
　
ホ
　
霜
の
お
り
た
白
っ
ぽ
い
枝
　
　
へ
　
し
ら
が
の
お
じ
さ
ん

卜
　
蝉
の
ぬ
け
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
と
ら
わ
れ
び
と
の
作
者

間
三
　
領
聯
の

「
那
堪
」
を
平
仮
名
の
み
で
書
き
下
し
文
に
し
、
日
語
訳
せ
よ
。

問
四
　
頚
聯
の

「飛
難
進
」
の
主
語
は
何
か
。
詩
の
中
か
ら
適
切
な
漢
字
を
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。

問
五
　
尾
聯
の

「予
心
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
詩
の
中
か
ら
適
切
な
漢
字
を
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。

問
六
　
尾
聯
で
は
何
放

「誰
鳥
」
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
の
か
。
理
由
と
な
る
部
分
を
詩
の
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。
（漢
字
の
み
）
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次
の
詩
文
は
宋
の
工
安
石
の

「勧
学
文
」
と
い
う
五
言
古
詩
の
形
式
を
と
っ
た
作
品
で
あ
る
。
二
十
句
か
ら
成
る

一
韻
到
底
の
詩
で
あ
る
が
、

設
間
の
関
係
で
三
つ
の
詩
句
を
除
き
、
①
～
②
の
番
号
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（上
智
大
・
外
国
義〕

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１８９
ぺ
‐
ジ

讀
レ
書

書
　
添
二

無
小　
卸

燈
　
下

口
出
口
巴
艶
４
毎

ツ　　　　　　ハ

０
劇
引
キー計
〕具
　
難
レ
致

】一
　

　

　

シ

　

　

　

シ

ヽ
′
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
エ
ヲ

ハ
　
　
　
　
ス

何
利
可
甜
引
割
刊
　
　
　
　
②
　
圭日　
頴
二

君
　
子
ノ

・同
‐Ａ‐
じ

一　

　

④

。
有‐
ラ次

推

き

う

　

　

　

ニ

致
“恥
書

櫃
・　

　

　

⑥

＊
窓

工剛

尋
ネ
一
翌

司

圭
‐

評

一
　

　

　

③

同

十Ｂ‐

掛

因
リ
ゥ

書
ェ
　

土
熱
ナ
ル
　

　

　

　

①

・田

‐ＤＩ

掛

因り々
書こ　
れ
り　
　
　
　
⑫
　
只ダ　
見ル一ミ

＞

ァ

メ

　

　

⑭

好

書
′、

買
レ
書
　
讀

⑤ ① ① ③ ② ⑤ ③ ①

諌ム卒E 讃ミ伊テ雰≠貢ヨ寧ツ官

書ヲ
評
シ
書; 書
プ書二古

豊
人ノ

ハニ逢ヒ榮ェ )富ム責ヲ棲ヲすノ
ヲ

②
。
矧

一．
‐
計

十‐鼎
純
寸
説

間

一　
次
の
ａ
・
ｂ

・
ｃ
の
詩
句
は
、

句
の
番
号
で
答
え
よ
。

ａ
　
読
レ
書
　
高
　
倍
　
利
　
　
〈注
〉
高
十
万

ｂ
　
讀
レ
書
　
買
レ
金
　
易

ｃ
　
不
レ
見
二
讀
レ
書
　
墜
・

間
二
　
空
欄
Ａ
を
埋
め
る
の
に
適
当
な
も
の
を
、
次
の
う
ち
か
ら
選
べ
。

ル

　

　

　

メ

①
　
奉
レ
勘
二

＊
書
棲
＝
書
物
を
入
れ
る
楼
閣
。
　

書
櫃
＝
書
物
を
入
れ
る
は
こ
。
　

雷
前
＝

窓
前
に
同
じ
。
　

金
＝
黄
金
。
　

○
讀
―
読
　
願
―
顕
　
却
―
即
　
棲
―
楼

燈
―
灯
　
榮
―
栄
　
責
―
売
　
〕具
―
真
　
勘
―
勧

①
～
②
の
詩
句
の
ど
の
句
の
次
に
入
る
か
。
①
の
次
で
あ
れ
ば
①
、
②
の
次
で
あ
れ
ば
②
、
と
で
つ
よ
う
に
詩
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イ
　
位
　
　
　
　
回
　
智
　
　
　
　
ハ
　
徳

　

　

　

一一　
道

間
三
　
空
欄
Ｂ
～
Ｅ
を
埋
め
る
の
に
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
も
の
を
、
次
の
う
ち
か
ら
選
べ
。

イ
　
賢
者
　
　
　
回
　
愚
者
　
　
　
ハ
　
と昌
者
　
　
　
一一　
貧
者

問
四
　
傍
線
部
０
～
０
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
次
の
う
ち
か
ら
適
当
な
も
の
を
選
べ
。

０
　
イ
　
時
間
を
浪
費
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
　

　

日
　
骨
が
折
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

ハ
　
や
り
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。　
　
　
　
　
二
　
散
財
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

０
　
イ
　
学
識
が
有
る
な
ら
ば
、　
　
　
　
回
　
財
力
が
有
る
な
ら
ば
、

ハ
　
書
物
が
有
る
な
ら
ば
、　
　
　
　
二
　
地
位
が
有
る
な
ら
ば
、

０
　
イ
　
書
物
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
。
　

日
　
書
物
の
い
わ
ん
と
す
る
こ
と
。

ハ
　
書
物
を
読
む
方
法
。
　
　
　
　
二
　
書
物
の
正
し
い
あ
り
か
た
。

働
　
イ
　
リ
っ
ぱ
な
書
物
は
、
本
当
に
著
す
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。

回
　
り
っ
ぱ
な
書
物
は
、
本
当
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。

ハ
　
リ
っ
ぱ
な
書
物
は
、
本
当
に
到
達
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。

↓一　
り
っ
ぱ
な
書
物
は
、
本
当
に
決
め
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。

０
　
イ
　
リ
っ
ぱ
な
書
物
か
ど
う
か
は
、
日
に
出
し
て
言
わ
な
い
こ
と
だ
。

回
　
り
っ
ぱ
な
書
物
か
ど
う
か
は
、
自
分
の
心
で
決
め
る
こ
と
だ
。

ハ
　
リ
っ
ぱ
な
書
物
は
、
心
を
込
め
て
記
述
す
る
こ
と
だ
。

一一　
り
っ
ぱ
な
書
物
は
、
心
に
し
っ
か
り
と
記
憶
す
る
こ
と
だ
。
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① ① ③ ② ⑤ ③ ①

翁
遺
山
先
生
文
集
じ
　
理
＝
生
計
。
　
筆
――
音
は
ド
、
こ
ど
も
の
意
。

問

一　
働
第

一
句
の

「少
」
と
第
二
句
の

「少
」
、
０
第

一
句
の

「
日
」
と
第
四
句
の

「
日
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
上
の
相
違
を
述
べ
よ
。

問
二
　
第
八
句

「高
物
寄

一
壷
」
を
解
釈
せ
よ
。

間
三
　
第
九
句

「作
病
知
奈
何
」
を
回
語
訳
せ
よ
。

問
四
　
第
十
三
句
の

「蓋
有
命
」
の
三
文
字
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。
簡
潔
に
述
べ
よ
。

問
五
　
第
十
四
句

「此
酒
不
可
無
」
を
平
仮
名
の
み
で
書
き
下
せ
。

（例
）
學
而
時
召
之
―
↓
ま
な
ん
で
と
き
に
こ
れ
を
な
ら
ふ

問
六
　
こ
の
詩
に
込
め
ら
れ
た
詩
人
の
心
情
を
四
十
年
以
内
で
述
べ
よ
。

次
の
詩
を
読
ん
で
、
後
の
設
間
に
答
え
よ
。
な
お
、
問
い
の
都
合
で
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（北
海
道
大
）

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１９０
ペ
ー
ジ

得 日二
   飲

＊
後

少
こ
の
ご

ろ

レ
し

英

　

一

一
　

日

梓
田
“一　
　
土
ハ

作
レ
　
病

但

＊
娩

ガ
　
　
　
ハ

五
口　　
分真

酒調ル得ル委X酒 び

繁‖意す]を昔告!暑!可ん時ェ聾ガ      ル

② ② ① ③ ⑥ ④ ②

此 飢 妾 高 肝 日 少

枯レ倶二餘リ
ト

元

好

問

許
　
便

有
レ

果
二
杯

肺
　
如
レ

物
　
寄
ニ

ま
こと
こ

婦

良

寒
　
致
ニ

酒
　
不
ン

約
・
ス
ル
ガ

欲
レ

エ

一　
　
＊
士宝
・

ネ
匡
　
匡

妻

＊
宰
一　
　
　
＊
後
飲
酒
＝

「飲
酒
」
五
首
に
続
く
作
品
五
首
の
名
。
　
傷
＝
音
は
シ
ャ
ウ
、

屋
小
　

蘇
陳讐

講「ゴ
酢

遍

諭
ぜ

攣



271 元好間「後飲酒」/痩 信「梅花」

問 問 問 問
四 三 二 一

次
の
詩
は
、
南
朝

・
梁
の
詩
人
＊
庚
信
が
北
朝
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（東
京
大
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
答

・
解
説
↓
別
冊
１９‐
ペ
ー
ジ

梅
　
花

―
―
―
―
―
―
―
　
　
　
ら
ふ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ一
シ
テ

当

年

＊
蟻

月

半

―

―

―

ド

ー

ー

ー

」

ｒ

ほ

ほ

膨

今ネ
懸
　
水

覚
ュ　
梅
　
花ノ
た離
はナツ

タ
ツ
テ
　
　
　
　
　
　
一一　
　
　

ル

来

　

雪

裏
　
看

も
と

ム
ル
ト
モ
　
ト

ェ枝

一向
　

出

レ

知
二
寃

　

不
ラ
見

傍
線
部

「当
年
」
と
は
、
こ
こ
で
は
ど
う
い
う
時
期
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
。

傍
線
部

「不
レ信
今
春
晩
　
倶
来
雪
裏
看
」
を
、
平
易
な
現
代
語
に
訳
せ
。

傍
線
部

「枝
高
出
レ手
寒
」
と
あ
る
が
、
作
者
は
何
を
し
よ
う
と
し
た
の
か
。

傍
線
部

「早
知
二寃
不
フ見
　
真
悔
二着
衣
単
Ｌ

を
、
作
者
の
感
慨
が
分
か
る
よ
う
に
、
適
当
な
言
葉
を
補
い
な
が
ら
平
易
な
現
代
語
に
訳
せ
。

ェ落チ

ノ
手|

ん寒
ヲ

ク
シ
テ

　

ダ
セ
バ

↑

＊
庚
信
＝
南
朝

・
梁
の
元
帝
の
命
で
北
朝

・
西
魏
の
都
長
安
に
使
い
し
て
い
る

間
に
梁
が
減
び
、
そ
の
ま
ま
西
魏

・
北
周
に
仕
え
た
。
　

瞳
月
＝
旧
暦
十
二

月
。
　

懸
氷
＝
木
に
か
か
っ
て
い
る
氷
。
つ
ら
ら
。
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か
〔Ｉ
〕

ぎ

よ
う
　
　
シ
テ

〔Ｈ
〕
＊
販
　
望

中
国
に
は

「望
夫
石
」
「望
大
山
」
と
呼
ば
れ
る
岩
や
山
が
各
地
に
あ
る
。
い
ず
れ
も

〔Ｉ
〕
に
見
る
よ
う
な
伝
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
歌
っ
た
詩
も
多
い
。
〔Ｈ
〕
〔ＩＩＩ
〕
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（東
京
大
）

解
答

・
解
説
↓
別
冊
１９２
ぺ
‐
ジ

春 雲 江

去り山 草

秋 万 不

復夕重二知

来夕隔テ愁

遠ク武

赴ク昌

国 陽

難ェ新

婦 県

認考へ Jヒノニ テ

弱1 山

子ヲ上ニ

此ノ夫

臨メ

碧

問

一
　

〔Ｉ
〕
の
文
中
の

「役
」
「弱
」
を
含
む
二
字
の
熟
語
を
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
ず
つ
挙
げ
よ
。
た
だ
し
、
「役
」
「弱
」
は
文
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
意

味
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
。
　

（例
）
劇
痛
―
↓
貞
節

問
二
　

〔Ｉ
〕
の

「立
望
而
形
化
為
レ石
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
分
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

間
三
　

〔Ｈ
〕
の

「江
草
不
レ知
レ愁
　
巌
花
但
争
発
」
を
、
作
者
の
感
慨
が
分
か
る
よ
う
に
、
平
易
な
現
代
語
に
訳
せ
。

問
四
　

〔Ⅲ
〕
の

「望
来
己
是
幾
千
載
　
只
似
当
時
初
望
時
」
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
簡
潔
に
要
約
し
て
述
べ
よ
。

有
二
望

餞
引
送

ニ
　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ズ
　
　
　
　
　
　
　
ニ

空
一　
　
怨
　
情

感
二
離
　
別
≡

巌

花

但

争

発

音

信

千

里

絶

フ
ョ
ト
　
　
　
　
　
ニ
カ
　
や

マ
ン

相

思

幾

時

駄

（李
白

「望
夫
山
し

〔Ⅲ
〕

終

日

望
レ

ミ
　
　
　
リ

テ
　
　
エ

石
一、

山

一。

シ
　
　
　
ノ
　
　
　
テ
ル
　
　
ノ
　
　
　
ヘ
テ
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
ーー
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
‥
Ｌ
Ｆ

状

若
二
人

立

者
一。
伝

云
、
配
日

有
二
貞

婦
撃

ハ

夫

従
レ
役
、

チ
ナ
ガ
ラ
　
ミ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
　
　
　
ル
ト
　
　
ト

一立

望

而

形

化

為
レ
石
。
」

翁
列
異
伝
し

レ夫ァ

夫

ダイしン

ル為リ

是
　
幾
　
千

＊
額
望
＝
仰
望
に
同
じ
。

不
レ
帰

卜
　
　
は
な
は
ダ
　
　
　
　
　
フ

孤
　
石
〓
苦
　
相
　
思

只

似

当

時

　

初

望

時

（劉
高
錫

「望
夫
石
じ




